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研究概要
　現在流通している携帯端末はＧＰＳ機能を有する事が一般的であり、端末の高性能化に伴ってこの機能を利用した多様な位置情報サービスが見られるようになった。しかし、既存のサービスは誰に対しても有益な情報を提供している反面、利用者の情報や行動を記録し、それを基にパーソナライズ化されたコンテンツの提供はしていない。

　本研究では利用者の行動を履歴として記録し、それを分析し、その人に適した情報を提供する事で次の行動を支援する仕組みについて検討する。

研究目的
　行動履歴を基にした情報提供を通して行動計画の立案をサポートし、利用者の日常生活をより効率的なものにする事を目的とする。

期待される効果
　利用者自身の行動を分析する事で、その人が頻繁に利用する乗り物や平均的な歩速といった、その人独自の行動に対しても適切な情報提供が出来るようになり、より利用者一人一人に適したサポートが可能になる。

研究項目
　既存の位置情報サービスの現状と問題点

　行動支援アプリケーションの想定する利用形態

　行動支援アプリケーションに必要な機能要件

　行動支援アプリケーションの設計と実装及び評価
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